
毒
■
蔓
れ
　
今
年
八
一
歳

私
は
昭
和
三
年
四
月
、
相
馬
郡
飯
館
村
に

生
ま
れ
今
年
八
十
一
歳
に
な
り
ま
彗
飯
館

村
の
草
野
小
学
校
に
四
年
生
ま
で
通
い
、
五
・

六
年
は
福
島
第
一
小
学
校
に
通
い
ま
し
た
。
実

は
「
旨
い
も
の
が
食
え
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
留

守
番
に
行
っ
て
み
ろ
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
福
島

の
叔
父
の
養
子
と
な
っ
た
の
で
宅

そ
の
後
養
父
が
安
達
堆
方
事
務
所
に
転
勤
し

私
は
二
太
松
の
旧
制
安
寧
富
豪
嚢

に
彗
て
そ
し
て
三
年
生
の
十
五
歳
で
軍
隊
に

志
願
し
、
昭
和
十
九
年
四
月
に
入
嘩
終
戦
ま

で
約
一
年
五
ケ
月
間
兵
隊
と
し
て
軍
隊
生
活

の
経
験
が
あ
り
ま
彗

昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
で
九
月
に
福
島
の

渡
利
に
復
具
し
、
一
年
間
の
代
用
教
員
の
簡

額
曇
吉
宗
範
学
校
に
に
入
学
し
ま
彗
昭
和

二
十
五
年
三
月
に
卒
業
し
、
相
馬
農
業
高
校
の

飯
館
分
校
へ
農
業
教
諭
と
し
て
初
赴
任
以
革

教
員
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

・
つ
い
て
は
、
私
の
軍
隊
時
代
の
こ
も
実
は

神
風
特
別
攻
撃
隊
の
要
員
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を

綴
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
彗

一
年
五
ケ
月
の
軍
隊
生
活

あ
の
戦
争
は
何
だ
っ
た
の
か

戦
後
六
土
牛
の
月
日
が
流
れ
、
こ
の
間
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
「
あ
の
戦
争
は
何
だ
っ
た
の
か
」

「
な
ぜ
負
け
る
戦
争
を
し
た
の
か
」
と
い
っ
た

問
い
が
何
遍
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
も

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
い
に
対
し
て
私
た
ち
日

本
人
は
、
未
だ
に
き
ち
ん
と
し
た
答
え
を
出
し
て

い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
素
朴
な
疑
問
と
し
て

「
あ
の
太
平
洋
学
早
の
目
的
は
一
体
何
だ
っ
た
の

か
、
ど
れ
ほ
ど
の
塵
界
が
あ
っ
た
の
か
」
な
ど
、

幾
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
そ
の
葺
私
も
忠
君
愛

国
の
毒
少
年
と
し
て
育
っ
ち

昭
和
±
ハ
年
四
月
、
旧
制
中
学
に
入
学
し
た
私

達
は
、
董
卓
教
練
を
受
け
な
が
ら
軍
国
主
義
を
国

是
と
し
た
教
育
と
食
料
増
産
の
勤
労
奉
仕
に
明
け

暮
れ
る
毎
日
。
教
科
の
授
業
は
半
聾
夏
休

み
の
宿
題
は
「
軍
人
薮
脚
の
暗
記
と
塁
芦
な
ど
、

ま
さ
に
産
鼠
軍
人
の
卵
と
し
て
国
防
色
の
学
生
服

戦
闘
帽
に
背
の
I
ュ
巻
脚
絆
と
い
う
導
壷
U・

h
j
▲
タ

登
試

開
戦
　
校
長
や
配
属
将
校
の
訓
帯

十
二
月
八
日
の
開
戦
当
日
は
全
生
徒
が
講
堂
に

集
今
終
日
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
な
が
ら
校

長
と
配
属
将
校
の
訓
話
、
戦
果
に
万
歳
万
歳
の
一

日
で
あ
っ
た
。

翌
九
日
に
も
講
堂
で
布
告
さ
れ
た
「
開
戦
詔
書
」

を
校
長
が
奉
琴
今
大
戦
の
目
的
は
詔
書
の
冒
頭

に
あ
る
よ
う
に
「
帝
国
は
今
や
旦
傍
目
衛
の
考

決
然
起
っ
て
一
切
の
蓋
す
る
の
外
な
り
」

の
如
く
「
旦
墓
で
あ
り
「
大
東
亜
蓋
茶
園

の
建
設
に
あ
る
と
校
長
が
訓
示
、
更
に
配
属
将
校
か

ら
、
「
常
に
在
戦
場
の
気
概
を
も
っ
て
滅
私
奉
公
、

勝
利
の
日
ま
で
頑
張
れ
」
と
軍
隊
口
調
で
声
高
ら
か

に
訓
示
さ
れ
た
の
を
憶
え
て
い
る
。

海
軍
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
に
合
格

私
は
小
さ
い
時
か
ら
飛
行
機
少
年
だ
っ
た
。
戦
争

ご
っ
こ
で
は
い
つ
も
飛
行
機
の
役
柄
将
来
飛
行
士

に
な
る
た
め
、
少
年
飛
行
兵
を
志
願
す
る
か
、
幼
年

学
校
か
ら
航
空
士
甘
峯
校
に
進
む
か
の
選
択
と
な
っ

た
。
養
父
は
陸
士
出
身
中
尉
の
傷
痍
軍
人
で
そ
の
影

響
を
受
け
て
い
た
私
は
、
昭
和
十
七
年
二
月
仙
台
で

幼
年
学
校
を
受
喝
身
孜
検
査
で
痔
症
に
よ
り
不
合

穐
春
休
み
に
入
院
手
術
し
、
翌
年
重
義
す
る
も

完
治
し
て
い
な
い
と
再
び
不
合
格
と
な
竜
そ
こ
で

中
学
三
年
の
秋
土
浦
海
軍
航
空
隊
で
海
軍
甲
種
飛

行
予
科
練
習
生
を
受
琴
合
格
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト

に
な
れ
れ
ば
海
軍
で
あ
れ
陸
軍
で
あ
れ
盲
で
も
血

早
く
入
隊
し
て
訓
練
を
受
け
た
か
っ
も

土
翼
面
に
轟
贅
へ
麗
…

昭
和
十
九
年
四
旦
土
浦
海
軍
航
空
隊
に
入
喝

三
ケ
月
の
甘
雇
訓
練
を
終
了
、
七
月
同
筆
工
㌦

隊
に
転
属
、
翌
終
戦
の
年
の
二
月
奈
良
県
大
和
海
軍

航
空
隊
で
飛
行
訓
練
に
入
る
。
昭
和
二
士
竺
ハ
月
松
「

山
航
空
隊
に
転
属
十
日
後
に
新
居
浜
特
蕗
基
地
へ
…

転
司
予
備
学
生
出
身
の
特
攻
搭
乗
員
二
着
と
寝

食
宝
ハ
に
す
亀基

地
に
は
二
十
五
機
の
赤
ト
ン
ボ

新
居
浜
基
地
は
桃
畑
を
切

り
開
い
た
八
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
滑
走
路
一
本
と
付
随
す

る
隠
退
路
数
奉
の
み
。
特
攻

機
は
複
葉
複
座
練
習
機
の

宗
ト
ン
ボ
」
二
十
五
嘩

五
十
キ
ロ
の
爆
弾
三
十
発
程

贋
（
裏
の
面
に
続
く
）

○高橋正彦さんは現在、南相馬市原町区芸術文化協会会長、原町山草会会長、原町史談会事務局長などを務められています。



（
表
の
面
よ
り
）
ト
ラ
ッ
ク
十
二
台
、
サ

イ
ド
カ
ー
カ
ー
が
二
台
、
丘
害
は
な
く
歩
い

て
十
分
の
小
学
校
の
校
舎
だ
っ
ち

基
地
要
員
は
岡
本
少
佐
が
基
地
指
令
、
副

指
令
の
与
田
大
尉
、
第
二
十
一
桜
特
攻
機
隊

長
村
上
中
尉
以
下
中
尉
四
名
、
少
尉
十
五
名

（
会
津
出
身
の
湯
田
少
尉
が
い
た
）
、
整
備
兵

十
六
名
、
炊
事
係
（
年
配
垂
二
十
名
足
ら

ず
、
基
地
補
修
要
員
八
十
名
（
年
配
重
森

度
、
我
々
の
よ
う
な
操
縦
歴
十
五
時
間
以
内

の
堕
星
五
名
の
編
成
で
あ
っ
ち

雲
の
峰
背
に
急
降
下
地
に
迫
る

桃
熟
る
る
砂
塵
に
け
ぶ
る
特
攻
基
地

○

　

　

　

　

　

○

す
で
に
沖
縄
戦
は
大
敗
の
情
報
を
徴
か
な

が
ら
耳
に
し
、
本
土
決
戦
に
備
え
た
「
背
水

の
陣
」
の
様
相
が
感
じ
ら
れ
る
毎
日
で
あ
っ

た
。
連
日
九
時
頃
か
ら
砂
塵
を
上
げ
て
の
発

着
訓
練
、
高
度
を
取
り
な
が
ら
急
降
下
爆
撃

の
訓
練
、
出
撃
に
備
え
て
の
確
保
さ
れ
た
燃

料
を
残
し
、
限
度
あ
る
燃
料
を
心
配
し
な
が

ら
の
訓
練
は
午
前
限
り
で
終
了
、
午
後
は
図

上
作
戦
に
没
頭
す
る
事
が
日
課
だ
っ
ち

特
攻
隊
員
と
寝
食
を
共
に
し
て

我
々
練
習
生
は
特
攻
隊
員
と
寝
食
を
共
に

し
な
が
ら
、
時
に
は
後
部
座
席
に
同
乗
し
て

訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の

多
く
は
彼
ら
の
身
辺
整
理
の
世
話
だ
っ
た
。

す
で
に
覚
悟
は
決
ま
っ
て
い
た
ら
し
く
、
音

楽
室
に
集
ま
っ
て
ピ
ア
ノ
を
弾
き
歌
を
歌
い
、

詩
を
諾
ん
じ
、
国
難
に
殉
ず
る
青
年
た
ち
の

姿
に
敬
服
す
る
時
間
が
多
か
っ
た
。
た
だ
、

彼
ら
の
心
の
う
ち
を
推
し
量
る
こ
と
は
で
き

な
か
つ
ち

昭
和
二
十
年
八
月
五
日
午
前
零
時
半
頃

校
舎
内
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。
非
常
呼
集
で
あ
る
。

三
分
以
内
に
校
庭
指
揮
台
前
に
整
列
す
る
訓
練
は

何
回
と
な
く
経
験
し
て
い
た
の
で
慣
れ
て
い
た
。

間
も
な
く
司
令
が
登
壇
、
緊
張
し
た
口
調
で
命
令

の
伝
達
「
土
佐
湾
沖
に
米
機
動
部
隊
接
近
中
、
第

二
十
一
桜
特
攻
機
隊
は
午
前
三
時
発
信
を
期
し
、

直
ち
に
準
備
に
入
る
。
総
員
か
か
れ
∵

い
よ
い
よ
特
攻
隊
員
に
出
撃
空
F
が
出
る

特
攻
隊
員
二
十
名
は
直
ち
に
別
室
に
集
食
管
制

中
の
薄
暗
い
電
灯
の
下
、
青
白
く
緊
張
し
た
司
令

と
隊
長
が
入
室
「
い
よ
い
よ
出
撃
の
時
が
来
た
。

呼
名
さ
れ
た
者
は
一
歩
前
へ
」
。
次
々
と
緊
張
し
た

隊
員
が
並
ぶ
。
最
後
に
隊
長
が
呼
ば
れ
十
名
と
な

っ
た
二
日
頃
の
訓
練
を
存
分
に
発
揮
し
、
天
皇
陛

下
の
た
め
、
祖
国
日
本
の
た
め
所
期
の
目
的
を
達

し
て
貰
い
た
い
。
成
功
を
望
む
」
と
隊
員
に
握
手

を
し
て
退
室
し
て
い
っ
た
。

す
ぐ
司
令
の
当
番
が
荷
を
持
参
、
隊
長
に
琶

真
新
し
い
袴
と
シ
ャ
ツ
が
配
ら
れ
た
。
各
自
が
自

室
に
散
り
搭
乗
準
備
に
か
か
る
。
午
前
一
時
三
十

分
、
司
令
室
前
集
合
の
連
絡
あ
り
。
練
習
生
玉
名

は
各
部
屋
に
別
れ
て
搭
奉
又
嘩
衣
の
う
類
の
整

理
を
手
伝
え
隊
員
等
は
出
撃
覚
悟
は
で
き
て
い

た
ら
し
く
殆
ど
整
理
さ
れ
て
い
た
。
飛
行
服
に
身

を
包
み
、
日
の
丸
の
鉢
巻
き
、
絹
地
の
真
っ
白
な

マ
フ
ラ
し
数
人
は
軍
刀
を
携
え
、
新
し
い
飛
行

靴
を
履
い
て
無
言
で
雲
量
廊
下
に
走
亀

私
惇
繁
雑
で
鼻
勤
己
も
で
毒
す

や
が
て
一
種
軍
装
に
着
替
え
た
司
令
が
、
お
も

む
ろ
に
沈
ん
だ
声
で
「
成
功
を
祈
る
」
こ
の
三
言

だ
け
。
続
い
て
茶
碗
が
渡
り
一
升
瓶
の
蓋
が
開
け

ら
れ
次
々
と
飲
み
干
さ
れ
た
。
互
い
に
固
い
握
手

と
抱
擁
が
続
く
。
み
な
冷
静
で
沈
ん
だ
声
、
涙
な

ど
一
つ
も
な
い
。
心
中
を
察
す
る
に
、
勇
躍
し
て

復
讐
の
旅
立
ち
を
喜
ん
で
い
る
の
か
、
悲
し
ん

〉

】
軍
隊
の
指
紋

で
い
る
の
か
、
極
め
て
複
雑
な
心
境
で
あ

ろ
・
笑
そ
の
身
に
な
っ
た
者
だ
け
に
し
か

分
か
ら
な
い
。
私
は
緊
張
の
あ
ま
り
、
声

ど
こ
ろ
か
身
動
き
も
で
き
な
か
っ
た
。

葦

欝

寿

司

が

票

午
前
二
時
十
五
糞
飛
行
場
に
着
く

す
で
に
十
機
の
出
整
機
は
エ
ン
ジ
ン
を
ス

ロ
ー
に
し
て
待
機
爆
弾
が
装
着
さ
れ
、

整
備
兵
が
慌
た
だ
し
く
走
り
回
っ
て
い
ち

・‾　潜 霊　 ‾－身

分

陸 軍

階級 月給 階碓 月給 主な任務

大将 550

将

校

三

号

大将 558
柁軍司令官
方i由軍司合音

中 将 4 83 中将 4 83 師団長

少 将 4 16 少将 4 16 練団長

大佐 345 大佐 370 連隊長

中 佐 268 中佐 310 連隊長

少 佐 194 少佐 220 大隊長

大 尉 151∋ 大尉 155 中隊長

中 尉 94 中尉 94 中隊長

少 尉 70 少尉 70 小隊長

兵酋 長
10】

‡ 准 さ尉 L‾
（糟粕書房）

110 l

l上等 兵曹
55

下
情

菖簑 75

一等兵 首 38 軍曹 30 十■■
内務機長

二等 兵曹 23 岳塞 20
分際長

内務班長

水 兵長 1 16

兵

兵長 13

上等水兵 13 上等 兵 10 1 初年兵の教育

一・等水兵 11 てこ慧雷 9

二等水兵 6 二等兵 6 ∃

月
明
か
り
で
か
な
り
明
る
い
が
、
そ
ち
こ
ち
に
懐

中
電
灯
が
動
い
て
い
る
。
特
攻
隊
負
は
滑
走
路
の

脇
に
着
座
し
て
談
笑
の
様
モ
間
も
な
ノ
、
虎
事
班

か
ら
食
器
缶
が
運
ば
れ
「
稲
荷
寿
ヨ
が
配
ら
れ

て
い
る
ら
し
い
。
遠
い
の
で
判
別
し
に
く
い
。
隊

員
を
囲
み
二
十
人
位
が
食
事
の
様
モ
時
折
エ
ン

ジ
ン
が
唸
亀
全
体
に
緊
張
の
時
が
流
れ
る
。
近

所
の
農
民
が
桃
の
木
の
下
で
心
配
そ
う
に
こ
ち
ら

を
窺
っ
て
い
ち
籍
口
令
が
布
か
れ
て
い
る
の
で

寒
荘
話
せ
な
い
。

嚢
出
撃
中
止
命
令
で
膵
っ
と
す
る

長
い
長
い
時
間
が
流
れ
、
東
の
空
が
明
る
く
な

り
始
め
た
四
時
頃
副
司
令
か
ら
エ
ン
ジ
ン
停
止

の
声
が
か
か
奄
何
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
見
回
す

と
出
撃
隊
員
の
姿
は
な
く
兵
舎
に
引
手
上
げ
た

ら
し
い
。
午
前
五
時
、
兵
舎
の
指
揮
台
前
に
集
合

の
命
が
伝
達
さ
れ
た
。
み
な
出
撃
中
止
だ
ろ
う
と

駆
け
足
で
兵
舎
に
戻
っ
た
。
特
攻
隊
員
等
全
員
が

雲
量
に
集
め
ら
れ
て
い
た
。
ほ
っ
と
し
た
層

に
見
え
ち

婁
静
か
な
声
で
「
お
前
死
ぬ
な
よ
」

全
員
営
庭
に
整
列
司
令
か
ら
「
慶
丁
甲
止
の

報
」
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
さ
ら
に
「
何

時
で
も
出
撃
命
令
に
対
応
で
き
る
よ
う
気
を
緩
め

る
な
本
日
の
日
課
予
定
ど
お
り
」
の
指
示
が
あ

り
解
散
と
な
る
。
部
屋
に
戻
る
と
、
隊
員
た
ち
は

流
石
に
ほ
っ
と
し
た
表
情
が
隠
せ
な
い
。
湯
田
少

尉
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
私
に
近
づ
き
、
握
手
と

同
時
に
強
く
抱
き
し
め
て
、
静
か
な
声
で
「
お
前

死
ぬ
な
よ
」
と
言
っ
た
。
そ
の
二
言
が
今
も
耳
か

ら
離
れ
な
い
。
あ
れ
は
、
彼
が
自
分
自
身
に
聞
か

せ
た
心
の
声
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い
る
。
そ
の

後
も
出
撃
中
止
の
詳
細
な
説
明
は
な
か
っ
ち

そ
れ
か
ら
、
比
較
的
平
穏
な
日
が
経
過
し
た
∵

平
常
の
訓
練
は
続
行
さ
れ
た
が
、
八
月
十
三
日
午

前
十
時
十
五
分
か
ら
十
五
分
程
度
の
発
着
訓
練
を

最
後
に
、
私
は
操
縦
梓
を
握
る
こ
と
は
な
か
っ
ち

軍
陣
の
燵
塀
か
ら
不
敵
の
誓
い
を
新
た
に
す
る

こ
ん
な
体
験
か
ら
、
私
は
蒔
攻
隊
員
の
後

輩
と
思
い
、
さ
ら
に
若
い
命
を
各
戦
線
で
散
華
さ

れ
た
諸
先
輩
に
心
か
ら
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
不
戦

の
誓
い
を
新
た
に
す
る
次
第
で
あ
る
。

陛
下
の
玉
音
放
送
を
聞
い
た
が
、
受
信
状
態
が

不
良
で
よ
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。
す
ぐ
司
令
か

ら
戦
争
の
終
わ
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
わ
が
隊

か
ら
は
「
何
事
も
問
題
を
起
こ
さ
ず
、
整
然
と
次

の
命
令
を
待
つ
よ
う
」
と
の
訓
示
が
あ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
二
週
間
の
残
務
整
理
を
終
え
、
各
自
郷
里

に
復
員
し
竃

紙
黄
ば
み
曝
書
に
混
じ
る
戦
陣
訓

（
俳
句
雑
誌
『
は
ら
ら
ご
』
第
5

4
号
二
一
〇
〇

五
生
秋
書
写
・
特
集
戦
争
の
想
い
出
2
よ
り
）

東京書籍『新総合図説国語』よりト

Or私の戦争体験」の惑乱あるいは原稿（400宇康柵用紙4枚以内）をお寄せください。鞍手を苦い世代に伝え残す
ことも大切なことと思われます。今、それが全国各地で静かな運動に拡大し、著者自身による蒐集も行われています。


